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※ STEAM教育
Sience(科学)、Technology(技術)、
Engineering(工学)、Mathematics(数学)を
統合的に学習する「STEM教育」にArt(芸
術)を加えて提唱された教育手法100%
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専 門 学 校専 門 学 校

町田工業高校
（総合情報高校）

町田工業高校

主に電気・機械系の生徒が多いが、「それぞれの専
門分野を勉強したから、それらに関連した会社に就
職する」と言う観念から抜けられない状況が、生徒に
も教員にも根強くある。

電気・機械系の生徒も、ﾜｰｸﾌﾟﾚｰｽ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ
を含むキャリア教育を通して就職への意識
に幅を持たせ、専門分野だけにとらわれ
ず、Society5.0に対応した業種・職種を視野
に就職を目指す意欲を醸成する。
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「とりあえず進学」
として専門学校進
学を選ぶ場合が少
なくない。

意図的・計画的に全員に対してﾜｰｸﾌﾟﾚｰｽ･ﾗｰﾆﾝｸﾞを実施

３年間を通じて、教科横断的にSTEAM教育（※）を推進
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○Society5.0では、地域・中小企業でのＩ

Ｔ活用、ＡＩやロボット導入拡大等のため

に、即戦力となるＩＴスキルホルダーが

不可欠であり、その担い手は若年労働

層に負うところが大きい。この育成に向

けて、ＩＴ業界のリーディングカンパニー

からの支援（実践的専門知識や先端技

術情報の提供等）や上級学校とのカリ

キュラム連携による人材育成を行う。 

○より高度な知識・技能習得のための

プログラムを提供し、研究機関やリー

ディングカンパニー等の高度な開発環

境やセキュリティ対策の最前線で活躍

する人材の育成も視野に入れる。 

中学生 

 勉強が苦手で、卒業後に就職

を考えているが、今一つ目的意

識に欠ける低学力層の生徒が

応募 

 目的意識・学力と

もに高い生徒の応

募が増加 

中学生 

企・専・高 連携プログラム 

これまでのＩＴ系専門学校進学者

と同数程度が連例プログラム対

応の教育課程専門学校に進学 

連携プログラム修了者の内、数名が日

本ＩＢＭまたは相当するＩＴ関連会社に入

一部連携プログラム受講者の内、数名

が日本ＩＢＭ等、優良なＩＴ関連会社に

入社 

※ 数字は、イメージを補完するための 

  例であり、現況側はほぼ実数 


